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越前おおの型 食・農業・農村ビジョン推進委員会
大野市食育推進会議（第２回）

令和８年２月１８日
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越前おおの型 食・農業・農村ビジョン推進委員会
大野市食育推進会議

次第
１ 今年度実施したアンケートの結果について

２ 計画骨子（案）について

３ その他



越前おおの型食・農業・農村ビジョン策定スケジュール
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◆
ビジョン策定

素案作成
素案修正

◆
パブリックコメント

最終修正

令和８年度

●
市長説明

●
部局長会議

▲
くらし産業

常任委員会説明

▲
正副議長説明
全協説明

▲
くらし産業

常任委員会報告

●
庁議

素案修正

新たな産業戦略（観光業、商工業） 、健幸おおの２１の策定と協調して進める

R８年３月：第６次大野市総合計画後期基本計画 策定予定
「農業」分野 将来のありたい姿（案）

将来のありたい姿の実現に向けてビジョンを策定する

担い手農家をはじめ、多様な農業者による営農活動が継続的に行える環境が整うとともに、

農産物が家庭や飲食店で楽しめる地産地消の取組が進んでいます。

また、農業者や集落の活動により、農地が保全され、活力ある農山村が引き継がれています。
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国の動き

水田政策転換の議論（R9開始に向けて）
・令和８年６月に政策の詳細を公表予定
・「水田活用の直接支払交付金」を田畑を問わず生産性向上を支援
・令和８年８月に関連する予算案が示される予定

食料システム法の施行（R8）

・2025農林業センサスを踏まえた各種統計の推移
販売農家数、認定農業者数、認定新規就農者数、
水田面積、耕作面積、不耕作面積、担い手集積率、
経営面積ごとの農業者と属性
・食育の取り組み
食育フェスタ、団体の取り組み、学校の取り組み
・市の取り組み成果
前ビジョンの成果指標の推移
・国の動き
水田政策転換（R9）、小学校給食費の無償化
（R8）、第５次食育推進基本計画（R8）、
食料システム法施行（R8）
・市の動き
産業戦略、第５次健幸おおの２１
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食糧法の改正（R8）

第５次食育推進基本計画（R8）

農林水産大臣が指定した品目について、大臣が認定した団体がコスト指標を作成・公表
・農水省は米、野菜、牛乳、豆腐、納豆を指定。米は米穀機構が指標を作成する。

コスト指標を参照して取引を行うことで、持続可能な食料システムの実現を目指す

消費者の理解が必要

令和7年12月8日開催 令和７年度第４回食育推進評価専門
委員会に示された構成（案）

重点事項
①学校等での食や農に関する学びの充実
・栄養教諭等による食生活の重要性等に関する指導
・「農林漁業教育」を推進

②健全な食生活の実践に向けた「大人の食育」の推進
・若者、高齢者等各世代の食や農林漁業への理解醸成と行動
変容を促す「大人の食育」を推進
・国民運動展開のため、「官民連携食育プラットフォーム」や「食
育実践優良法人顕彰」等による職場における食育を推進

③国民の食卓と生産現場の距離を縮める取組の拡大
・生産現場への理解促進、農林漁業体験機会の提供



ビジョン骨子（案）

現状、課題の整理

・2025農林業センサスを踏まえた各種統計の推移
販売農家数、認定農業者数、認定新規就農者数、
水田面積、耕作面積、不耕作面積、担い手集積率、
経営面積ごとの農業者と属性

・食育の取り組み
食育フェスタ、団体の取り組み、学校の取り組み

・市の取り組み成果
前ビジョンの成果指標の推移

・国の動き
水田政策転換（R9）、食料システム法施行（R8）、
食糧法改正（R8）、第５次食育推進基本計画（R8）

施策の体系

・食育活動の推進
学校の取り組み、家庭の取り組み、団体の取り組み、地産地消

・農業振興
担い手支援、集落営農支援、新規就農者支援、
中小農家支援、畜産支援、環境調和型農業、体験農園
⇒省力化、技術向上、高付加価値化、販路確保、農地をつなぐ仕組み

・農村振興
多面・中山間交付金による集落活動支援、土地改良事業
鳥獣害対策、農村RMO制度の活用、田んぼダム

基本理念

・第六次大野市総合計画後期基本計画（R8～12年度）
＜ありたい姿＞
担い手農家をはじめ、多様な農業者による営農活動が継続的に行え
る環境が整うとともに、農産物が家庭や飲食店で楽しめる地産地消の取
組が進んでいます。また、農業者や集落の活動により、農地が保全され、
活力ある農山村が引き継がれています。

・改訂ビジョンの位置づけ、基本理念
第六次大野市総合計画後期基本計画に定められた「５年後のありた

い姿」の実現

・他の計画との関係性
産業ブランド力向上戦略、健幸おおの21、教育

・関係機関、団体との連携
北陸農政局福井県拠点、奥越農林総合事務所、ＪＡ福井県

成果指標

・食育活動の推進

・農業振興

・農村振興

関係機関・団体との連携による支援、取組の促進

各取組の成果が的確に
把握できる指標を設定

指標名
現 状 値
令和6年度

目 標 値
令和 12年
度

説明

道の駅産直の会
農林産品部会の
加入者数

114件 120件
販売農家の活動状況を測る指標で、
加入者数の増加を目指します。

担い手への農地
の集積率

80.5％ 82.8％
農地の集積により効率的な営農が
行われていることを測る指標で、
集積率の増加を目指します。

作物作付面積の
割合

96.8％ 96.5％

作物の作付けにより有効活用され
ている農地の状況を測る指標で、
作付面積の現状の水準維持を目指
します。

参
考
：
後
期
計
画
の
評
価
指
標
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計画策定にあたっての検討事項（案）

農業振興
＜農業者＞
①担い手農家への支援
・法人
・個人（基準到達者含む）
・新規就農者

②集落営農組織への支援
・法人
・任意組織

③中小農家への支援

＜作物＞
①水稲
・高温耐性品種
・加工用米、飼料用米、酒米
・土地改良による圃場整備、水路改修等
②園芸作物
・特産作物の生産振興
・作物出荷受入態勢の構築（施設、設備、販路）
③土地利用型作物
・水田政策の詳細を参照
・需要に応じた生産
・作期分散

規模拡大、営農継続を支援
・国、県補助を活用した機械、設備の導入支援
・オペレーター等の担い手確保等
・農地の相談（受け手側）
・観光農園など特色ある取組

営農継続を支援
・県、市補助を活用した機械、設備の導入支援
・ＪＡや農林樂舎、道の駅、シルバー人材センターとの協働
・農地の相談（出し手側）

生産振興の取組
・気候変動による収量、品質低下対策
・特産作物の生産振興策
・環境調和型農業の推進
・国の見直し後の水田政策の内容を踏まえた市独自支援
・観光業、商業との連携

営農継続を支援
・国、県補助を活用した機械、設備の導入支援
・集落営農救援隊（県、JA、市）⇒先進事例の横展開
・農業に携わる人の確保、集落機能の維持
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計画策定にあたっての検討事項（案）

農村振興
＜集落＞
①農道、水路、ため池などの維持管理
・多面的機能支払交付金事業
・中山間地域等直接支払事業
・水路の修繕、土地改良

②中山間地域
・中山間地域等直接支払事業
・中小農家への支援

【共通事項】
・活動の担い手の高齢化
・活動について若者世代への理解促進

食育活動の推進
＜学校、保育施設等での食や農に関する学びの充実＞
①食生活の重要性を伝える取組
・授業、給食を通じた指導
②農林漁業教育
・子どものころから農業の生産現場への理解促進
・農林漁業体験等の促進

＜「大人の食育」の推進＞
①若者、高齢者等各世代
・食や農林漁業への理解醸成
②親子
・親子で学ぶ機会や地域の食に関する体験活動

＜食卓と生産現場の距離を縮める取組＞
①農業体験
・生産者と消費者の交流機会の提供
・持続可能な食料システムの構築への貢献
②地産地消の取組

市教育委員会との協議・調整
・

健康長寿課、スポーツ推進課との協議・調整
・「健幸おおの２１」との整合性
・特産作物の生産振興策
・国の見直し後の水田政策の内容を踏まえた市独自支援

令和7年12月8日開催 令和７年度第４回食育推進評価専門委員会に
示された構成（案）

重点事項
①学校等での食や農に関する学びの充実
・栄養教諭等による食生活の重要性等に関する指導
・「農林漁業教育」を推進

②健全な食生活の実践に向けた「大人の食育」の推進
・若者、高齢者等各世代の食や農林漁業への理解醸成と行動変容を促す
「大人の食育」を推進
・国民運動展開のため、「官民連携食育プラットフォーム」や「食育実践優良
法人顕彰」等による職場における食育を推進

③国民の食卓と生産現場の距離を縮める取組の拡大
・生産現場への理解促進、農林漁業体験機会の提供
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2025農林業センサス（概数値）
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2015 2020 2025

150ha~ 0 2 2

100~150ha 2 1 2

50~100ha 10 14 12

30~50ha 15 11 14

20~30ha 10 13 8

10~20ha 17 21 19

5~10ha 27 22 18

3~5ha 50 40 32

2~3ha 174 112 71

~2ha 1042 697 474

経営面積別経営体数

2015 2020 2025

5,000万～ 11 16 20

3,000～5,000万 13 15 11

1,000～3,000万 33 36 33

500～1,000万 33 25 17

300～500万 39 43 33

～300万 1218 798 538

販売額別経営体数



アンケート（概要）

①回答数の整理

送付数 回答数 回答率

担い手（法人・個人） 62 31 50.0％

集落営農組織 45 36 80.0％

農業者 372 222 59.7％

市民 600 265 44.2％

小中学生 420 320 81.0％

②担い手アンケート結果概要 ・ 今後概ね５年以内の展望（1/3）

4

5

2

15

2

1

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

集落内で耕作面積を拡大したい

近隣の集落で耕作面積を拡大したい

市全域を対象に耕作面積を拡大したい

現状維持を予定している

経営規模を縮小したい

離農したい

その他

経営規模の拡大または縮小について

・面積の拡大を検討しているのは法人、若手
の認定農業者
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労働力（人材）が不足している

後継者がいない、後継者との話が進んでいない

条件の良い農地が確保できない

農地の集積や集約が進まない

草刈りや水路管理などに係る負担の増加

用排水路が老朽化している

栽培技術が不足している

農産物の価格や生産コストの増減などにより長期的な収益が見通せない

資金調達が難しくなっている

販路が少ない

鳥獣害対策の負担が増加している

ほ場近隣の非農家の理解、協力が得られない

その他

農業経営の課題、不安

アンケート（概要）

②担い手アンケート結果概要 ・ 今後概ね５年以内の展望（2/3）

※３つまで選択可能

・草刈りや水路管理、労働力不足、用排水
路の老朽化に課題を感じている
・面積拡大を検討している農業者は特に労
働力不足、条件の良いほ場の確保、草刈り、
水路管理に課題を感じている

20

9

2

2

1

2

1

0 5 10 15 20 25

現状のまま

主食用米の割合を増やしていきたい

飼料用米や加工用米など非主食用米の割合を増やしていきたい

麦やソバ、大豆など畑作物の割合を増やしていきたい

里芋やネギなど園芸作物の栽培にも力をいれていきたい

市内で栽培されていない新しい野菜や果物の栽培を増やしていきたい

その他

どのような作物の栽培を考えているか
※２つまで選択可能

・経営面積の大きな農業者は水稲、麦、そば、
大豆の割合について「現状のまま」の方針が多い
・個人経営の農業者に主食用米の割合を増やし
たい意向がある
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アンケート（概要）

②担い手アンケート結果概要 ・ 今後概ね５年以内の展望（3/3）

※あてはまるもの全て選択可能

20
18

6
13

3
4

0
0

9
5

2
0

0 5 10 15 20 25

農作物の単収（収穫量）の向上

農作物の品質の向上・高付加価値化

経営規模の拡大

資材費や労務費など生産コストの削減

農商工連携など異業種との連携

有機、福井県特別栽培などの実践

野菜や花きなど園芸作物の少量多品目栽培の実践

野菜や花きなど園芸作物の拡大や新たな品目の導入

衛星データの活用や自動操縦農機などスマート農業の取り組み

中干延期など環境に配慮した農業の実践

農作物の加工販売に取り組む６次産業化

その他

今後、伸ばしていきたい方向

・単収、品質の向上、生産コストの削減によ
る利益確保を目指す農業者が多い
・スマート農業の取り組みを選択した農業者
は就農歴が浅い方が多い

※３つまで選択可能

19

10

1

8

9

2

10

3

4

0 5 10 15 20

導入する際の初期設備の費用が高い

毎年（毎月）かかる維持費（ランニングコスト）が高い

故障などのトラブルが多い

費用の割には効果が小さい

基盤整備（ほ場、水利施設など）が不十分

パソコンや通信設備など環境の整備が不十分

機械や設備の機能を十分に使いこなすことが出来ない

どのような効果が見込めるか分からない

特にない

スマート農業に対する課題、不安

・導入費用、維持費が高いと感じている
・機能を十分に使いこなせていない、費用の割
に効果が小さいと感じている農業者も多い
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アンケート（概要）

②担い手アンケート結果概要 ・地域農業の活性化のために必要な対策（1/2）

14

6

9

5

11

6

8

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16

若年者層への就農環境の整備

定年後に就農しやすい環境整備

担い手農家の育成

女性の農業・農産物加工への参加の支援

新規就農希望者への支援

集落を超えた広域営農組織の設立支援

小規模農家の育成

その他

担い手農家・後継者育成について

・新規就農者、若年者層など新たな担い手と
なる農業者の育成が必要という認識がうか
がえる

15

5

16

2

3

2

3

1

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

兼業・小規模農家への支援拡充

異業種からの農業参入支援

農繁期における人材支援

野菜や果物などの新たな品目の栽培支援

経営のスペシャリストによる経営分析や改善への支援

稲作や園芸品目などの栽培技術の支援

残さの処理対策

減農薬や生き物環境の確保など環境に配慮した農業の推進

その他

営農支援について

・農繁期の人材支援と同じくらい兼業・小規
模農家への支援拡充を選択する農業者が
おり、担い手だけでは地域農業を支えること
が困難という認識がうかがえる
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アンケート（概要）

②担い手アンケート結果概要 ・地域農業の活性化のために必要な対策（2/2）

19

16

7

1

9

2

0

0 5 10 15 20

農業機械・機器の導入／更新支援

農業の効率化に向けた土地改良事業の推進

担い手への農地の集積・集約の推進

農産物加工施設設置への支援

水環境の改善（水質、水路保全、水利の確保など）

遊休農地の発生防止、農地への復旧

その他

基盤整備について

・農業機械の導入/更新、土地改良事業の
推進、水環境の改善を通じて、作業の効率
化を進める必要があると感じていることがうか
がえる
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2

7

4

6

6

4

0

0 5 10 15 20

農産物の高付加価値化の推進

新たな特産作物や加工農産物の開発

規格外農産物の販路の確保

市内の小売業者・飲食店への販路の確保

大都市・量販店での販路の確保

農産物の輸出の推進

観光と連携した農業体験や交流事業の促進

その他

販売支援について

13



アンケート（概要）

③集落営農組織アンケート結果概要（1/5）

28
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29

6
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1
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3

1

1

0 5 10 15 20 25 30 35

労働力（人材）が不足している

条件の良い農地が確保できない

草刈り作業や水路管理など管理作業に係る負担の増加

栽培技術が不足している

資金調達が難しくなっている

鳥獣害対策の負担が増加している

その他

農業経営の課題、不安

29

13

13

2

1

1

1

0 5 10 15 20 25 30 35

現状のまま

主食用米の割合を増やしていきたい

飼料用米や加工用米などの非主食用米の割合を増やし…

麦やソバ、大豆など畑作物の割合を増やしていきたい

稲作だけでなく、里芋やネギといった市の特産物など…

市内で栽培されていない新しい野菜や果物の栽培を増…

その他

どのような作物の栽培を考えているか

14

・担い手農家対象アンケートの回答と同じよう
な傾向の回答となっている



アンケート（概要）

③集落営農組織アンケート結果概要（2/5）

25

18

3

20

1

3

0

1

13

3

0

1

0 5 10 15 20 25 30

農作物の単収（収穫量）の向上

農作物の品質の向上・高付加価値化

経営規模の拡大

資材費や労務費など生産コストの削減

農商工連携など異業種との連携

有機、福井県特別栽培などの実践

野菜や花きなどの園芸作物の少量多品目栽培の実践

野菜や花きなどの園芸作物の拡大や新たな品目の導入

衛星データの活用や自動走行農機や自動給水栓などスマート…

中干延期など環境に配慮した農業の実践

農作物の加工販売に取り組む６次産業化

その他

今後、伸ばしていきたい方向
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2

13
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2

3

0 5 10 15 20 25

導入する際の初期設備の費用が高い

毎年（毎月）かかる維持費（ランニングコスト）が…

故障などのトラブルが多い

費用の割には効果が小さい

基盤整備（ほ場、水利施設など）が不十分

パソコンや通信設備など環境の整備が不十分

機械や設備の機能を十分に使いこなすことができない

どのような効果が見込めるか分からない

特にない

その他

スマート農業に対する課題、不安

15



アンケート（概要）

③集落営農組織アンケート結果概要 （3/5）

12
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2

4

23

10

1

1

0 5 10 15 20 25

市や奥越農林総合事務所、ＪＡなどによる相談窓口…

事業継承のアドバイスや必要な手続きをサポートす…

事業継承に関する研修会の定期的な開催

栽培技術研修や経営サポートなどの支援体制の構築

農機具や施設などの導入・更新に対する支援

新規就農者の積極的な確保

後継者の結婚相談などの支援

その他

事業継承（世代交代）に必要な支援

19

11

13

20

1

1

1

3

0

0 5 10 15 20 25

農業後継者やＵターン者への支援

非農家や移住者などの新規就農者の積極的な確保

農業技術向上や経営スキル向上などの研修制度の充実

定年後に就農しやすくするための環境整備

農家レストランや農家民宿など新たな兼業スタイルの推進

農業者の結婚支援

企業的な経営を目指し個人農家の法人化を進める 

農業以外の企業の新規参入の促進

その他

担い手農家・後継者育成について

16

・集落営農組織のオペレーターなどの担い手と
して定年後の方に対して期待される組織が
多いが、定年が延長されていることで、確保
が困難と考える組織が多い



アンケート（概要）

③集落営農組織アンケート結果概要（4/5）

16
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0

0 5 10 15 20

若年者層への就農環境の整備

定年後に農業に入りやすい環境整備

担い手農家の育成

女性の農業・農産物加工への参加の支援

新規就農希望者への支援

集落を超えた広域営農組織の設立支援

小規模農家の育成

その他

担い手農家・後継者育成について

12

5

22

1

4

8

1

3

1

0 5 10 15 20 25

兼業・小規模農家への支援拡充

異業種からの農業参入支援

農繁期における人材支援

野菜や果物などの新たな品種の栽培支援

経営のスペシャリストによる経営分析や改善…

稲作や園芸品目などの栽培技術の支援

残さの処理対策

減農薬や生き物環境の確保など環境に配慮し…

その他

営農支援について

17



アンケート（概要）

③集落営農組織アンケート結果概要（5/5）

26
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4

0

0 5 10 15 20 25 30

農業機械・機器の導入／更新支援

農業の効率化に向けた土地改良事業の推進

担い手への農地の集積・集約の推進

農産物加工施設設置への支援

水環境の改善（水質、水路保全、水利の確保…

遊休農地の発生防止、農地への復旧

その他

基盤整備について
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5

5

3

3

1

1

1

0 5 10 15 20 25

農産物の高付加価値化の推進

新たな特産作物や加工農産物の開発

規格外農産物の販路の確保

市内の小売業者・飲食店への販路の確保

大都市・量販店での販路の確保

農産物の輸出の推進

観光と連携した農業体験や農業者との…

その他

販売支援について

18



アンケート（概要）

④農業者アンケート結果概要 （1/３）

152

38

64

39

57

109
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92

15

5

0 20 40 60 80 100 120 140 160

農機具や設備の購入、更新にお金がかかる

農産物の価格が不安定である

水路など農業基盤が老朽化している

農繁期の労働力の確保が難しい

鳥獣害への対策

畦畔、法面の草刈り

技術や経営について相談できる人がいない

後継者がいない

農地をあずかってくれる人がいない

その他

営農する上で困っていること

・畦畔、法面の草刈りについては、すべての
地区において課題と感じている

99

44

39

37

4

33

29

6

0 20 40 60 80 100 120

農業機械・機器の導入の支援

複数の農家が共同で利用する農業機械・機器…

担い手への農地の集積・集約の推進

農業の効率化に向けた土地改良事業の推進

農産物加工施設設置への支援

水環境の改善

遊休農地の発生防止、農地の復旧

その他

基盤整備

・複数の農家が共同で利用することも含め、
農業機械の導入支援が求められている

19
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

サトイモやネギ、ナスなど特産作物への支援

農繁期における人材支援

野菜や果物など新たな品目の栽培支援

稲作や園芸品目などの栽培技術の支援

残さの処理対策

貸したい農地を集約し、農地を借りたい人へ紹介する仕組み

減農薬や生き物環境の確保など環境に配慮した農業の推進

その他

営農支援

アンケート（概要）

④農業者アンケート結果概要 （２/３）

・農地を貸したい情報を農地を借りたい農業
者へつなげる取組を検討中

・特産作物、園芸作物の生産に対する支
援が求められている

20
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44

51

2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

若年者層への就農環境の整備

定年後に就農しやすい環境整備

担い手農家の育成

女性の農業・農産物加工への参加の支援

新規就農希望者への支援

集落を超えた広域営農組織の設立支援

小規模農家の育成

その他

農業者・後継者育成対策



アンケート（概要）

④農業者アンケート結果概要 （１/３）
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

若年者層への就農環境の整備

定年後に就農しやすい環境整備

担い手農家の育成

女性の農業・農産物加工への参加の支援

新規就農希望者への支援

集落を超えた広域営農組織の設立支援

小規模農家の育成

その他

農業者・後継者育成対策

152

38

64

39

57

109

4

92

15

5

0 20 40 60 80 100 120 140 160

農機具や設備の購入、更新にお金がかかる

農産物の価格が不安定である

水路など農業基盤が老朽化している

農繁期の労働力の確保が難しい

鳥獣害への対策

畦畔、法面の草刈り

技術や経営について相談できる人がいない

後継者がいない

農地をあずかってくれる人がいない

その他

営農する上で困っていること

95

40

69

16

35

17

17

5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

侵入防止策を新設・更新する際の支援

狩猟者の育成

集落を超えた広域の侵入防止柵設置の推進

捕獲檻の設置

獣害防止対策の集落間の連携促進に向けた支援

狩猟免許取得に対する支援

鳥獣害防止対策に関する研修会の開催

その他

鳥獣害防止支援

・侵入防止策の効果が高く、新設や
更新、広域連携支援が必要と感じ
ている

・新規就農希望者の中でも特に若
年者層への就農環境整備が必要
と感じている
・営農が困難になった場合の「農地
の受け皿となる可能性が高い担い
手農家の育成や、集落を超えた営
農組織が必要と感じている

21



アンケート（概要）

④市民アンケート結果概要（１/２）

22
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おいしいお米や野菜を生産している

生き物や自然を守るために役立っている

季節を感じる場所

子どもの教育の場や農業体験の場とし…

大野らしい景色をつくっている

管理されていない農地が多い

農薬の使用が気になる

農機具の騒音や道路の汚れが気になる

あまり関心がない

わからない

大野市の農業や農地に対して感じているこ

と

74

92

14

27

14

8
11

5 5

大野市内にある田畑について

環境や生き物を守るため

にも残すべき

農家を守るためにも残す

べき

景観が悪くなるので残す

べき

祭りや食など地域文化に

関わりがあるから残すべ

き
地下水保全のためにも残

すべき

206

22

14
13

大野市産のお米を食べていますか

食べている

食べる時もある

ほとんど食べない

産地はこだわらない

36

44

30

103

5

35

3

4

1

0 20 40 60 80 100 120

自家栽培

集落の生産組織

預けた田んぼの耕作者

親族・知人

道の駅など直売所

市内のスーパーや量販店

市外のスーパーや量販店

通販・宅配サービス

わからない

お米はどこで入手していますか



アンケート（概要）

④市民アンケート結果概要（２/２）

23

10

113

50

24

58

市民の食文化に対する意識は高いと思いますか

非常に高い

高いほうだ

あまり高くない

高くない

わからない
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

里芋や在来そばなどの農林水産物

醤油などの調味料やお酒といった発酵食品

七間朝市

鰊鮨や熟れ鮨などの伝統食品

報恩講や半夏生（鯖）などの行事

里芋のころ煮などの煮もの

鮎やアジメドジョウなど川魚料理

醤油カツ丼やとんちゃん

わからない

大野らしい食文化は何だと思いますか
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57
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21

35

21

33

3

0 20 40 60 80 100 120

家庭での食事を大事にする

地元産の食材の利用をすすめる

食文化を学べる機会を増やす

地元に残る伝統食のレシピ集をつくる

市民向けの食イベントの開催

観光客向けの食イベントの開催

大野らしい食の料理教室の開催

自分で調理する習慣を身につける

家庭菜園に取り組む人を増やす

水を中心とした環境保全

わからない

大野の食文化を未来に伝えるために

必要なこと

31

127

72

51

44

10

41
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25

7

0 50 100 150

食育

食事のバランス（栄養や食事の量・タイミン…

朝食をとる

食品ロス

家族と一緒に食べる

介護食

食品の選び方（産地や栄養に着目する等）

調理方法

家庭菜園

食品衛生

旬や行事

心掛けていることや興味はない

食について心掛けていること、興味があること



アンケート（概要）

⑤小中学生アンケート結果概要（１/２）
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71

農業に対するイメージ

良い

悪い

わからない
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0 100 200 300 400

お米や野菜がおいしく作られている

生き物や自然の保護に役立っている

農作業や田畑の風景で季節を感じることができる

農業体験ができる

大野らしい景色をつくっている

荒れていると思う

農薬が気になる

農作業の音や道路に落ちている泥、草が気になる

あまり関心がない

わからない

大野市の農業や田畑についてどう思いますか

41

151

93

55

農作業、農業をしてみたいと思いますか

してみたい

少ししてみたい

したくない

わからない

21

5

9

0

2

0

2

自分でお米や野菜を作ってみたい

家族や友達と楽しみたい

自然が好きだから

将来、農業をしたいので習っておきたい

農家（自分の家もふくめる）のお手伝いをしたい

安心できるお米や野菜をつくりたい

YouTubeやSNS、ゲームなどで興味をもったから

0 10 20 30

農業を「してみたい」、「少ししてみたい」理由



アンケート（概要）

⑤小中学生アンケート結果概要（２/２）

25

223

33

12

72

大野市で作られたお米を食べていますか

食べている

食べるときもある

ほとんど食べない

どこで作られたお米かは

わからない

254

86

給食で提供されているお米は、すべて大野市で作られた

コシヒカリ、いちほまれ ですが、知っていましたか

知っていた

知らなかった

169171

大野市にどんな郷土料理があるか知っていま

すか

知っている

知らない
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食育

いろんな野菜を食べる

朝ごはんを食べる

家族といっしょに食べる

残さず食べる、食べられる分だけ食器に入れる

介護食

食品選び（作られている土地や栄養などに注意する）

料理

栽培方法

食中毒や賞味期限、消費期限

食材の旬や行事

ない

食について気をつけていること、興味があること



ビジョン骨子（案）

現状、課題の整理

・2025農林業センサスを踏まえた各種統計の推移
販売農家数、認定農業者数、認定新規就農者数、
水田面積、耕作面積、不耕作面積、担い手集積率、
経営面積ごとの農業者と属性

・食育の取り組み
食育フェスタ、団体の取り組み、学校の取り組み

・市の取り組み成果
前ビジョンの成果指標の推移

・国の動き
水田政策転換（R9）、食料システム法施行（R8）、
食糧法改正（R8）、第５次食育推進基本計画（R8）

施策の体系

・食育活動の推進
学校の取り組み、家庭の取り組み、団体の取り組み、地産地消

・農業振興
担い手支援、集落営農支援、新規就農者支援、
中小農家支援、畜産支援、環境調和型農業、体験農園
⇒省力化、技術向上、高付加価値化、販路確保、農地マッチング

・農村振興
多面・中山間交付金による集落活動支援、土地改良事業
鳥獣害対策、農村RMO制度の活用、田んぼダム

基本理念

・第六次大野市総合計画後期基本計画（R8～12年度）
＜ありたい姿＞
担い手農家をはじめ、多様な農業者による営農活動が継続的に行え
る環境が整うとともに、農産物が家庭や飲食店で楽しめる地産地消の取
組が進んでいます。また、農業者や集落の活動により、農地が保全され、
活力ある農山村が引き継がれています。

・改訂ビジョンの位置づけ、基本理念
第六次大野市総合計画後期基本計画に定められた「５年後のありた

い姿」の実現

・他の計画との関係性
産業ブランド力向上戦略、健幸おおの21、教育

・関係機関、団体との連携
北陸農政局福井県拠点、奥越農林総合事務所、ＪＡ福井県

成果指標

・食育活動の推進

・農業振興

・農村振興

関係機関・団体との連携による支援、取組の促進

各取組の成果が的確に
把握できる指標を設定

指標名
現 状 値
令和6年度

目 標 値
令和 12年
度

説明

道の駅産直の会
農林産品部会の
加入者数

114件 120件
販売農家の活動状況を測る指標で、
加入者数の増加を目指します。

担い手への農地
の集積率

80.5％ 82.8％
農地の集積により効率的な営農が
行われていることを測る指標で、
集積率の増加を目指します。

作物作付面積の
割合

96.8％ 96.5％

作物の作付けにより有効活用され
ている農地の状況を測る指標で、
作付面積の現状の水準維持を目指
します。

参
考
：
後
期
計
画
の
評
価
指
標



参考資料
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